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ひとつのつぼみはいちどしかひらかない 文責：校長 佐々木

「Team小中野」で冬を乗り切ろう！

明日から冬休みが始まります。２学期は体育祭・合唱発表会・文化祭、１・２年生の県中学校
総合文化祭への出演等、たくさんの行事があり、学習内容も格段にレベルアップしました。
では、毎回恒例となっている終業式の意見発表の抜粋を紹介します。

２学期成長できたきっかけとなったのは、 前期は、２学年をどんなチームにしたい
体育祭と文化祭です。 かというイメージや思いが足りていません
体育祭は初めてだったのですが、それぞれ でした。だから、学級の課題をそのままに

の係に分かれて、責任をもってやり遂げるこ していることもありました。改善するため
とができました。また、軍練習はダンスをお の企画も、忙しさを理由にあまり考えませ
ぼえるのが大変でしたが、当日は楽しく踊る んでした。学級は生活がゆるんでいきまし
ことができました。先輩方が分かりやすく教 た。後期は、それを変えたくて、また学プ
えてくれた姿を見て、自分たちもそのように ロになりました。一番大事なのは、いいチ
なりたいと思いました。 ームにしたいという思いをもつこと。企画
文化祭のえんぶりや虎舞では、何もわから などもそれに基づいて考え、実行するよう

ない僕たちに先輩方が一生懸命教えてくださ にしました。リーダーが呼びかけるだけで
り、地域の方からはえぼしを大切に扱うこと はなく、学年朝会でみんなで話合いの時間
を学びました。練習を重ねるうちにどんどん も設けました。こうすることで、前期にあ
うまくなっていきました。地域の伝統や団結 った問題が、だんだん改善されているよう
することの大切さを学びました。 に感じます。しかし、３学期は、それだけ
あと数か月で僕たちも先輩になります。言 ではだめだと思います。なぜなら、最高学

葉遣いや態度、整理整頓などしっかりできて 年になるための大切な準備期間だからです。
いない課題も残されています。３学期は一人 立志式という関門に限界を決めずに取り組
一人が、そこを意識して生活できる学年にし んで、２年生一人一人も、チームとしても
ていきたいです。 成長できるよう頑張っていこうと思います。

２学期の四ヵ月間で３学年が成長したと感 しかし行事などを通して自分の意見を積極
じたことが三つあります。 的に言える人が増えたことは大きな成長だと
一つ目は、団結力がより強まったことです。 思います。

体育祭・合唱発表会・文化祭で、みんなで一 三つ目は時間を意識するようになったこと
つのものを作り上げる難しさと楽しさを感じ です。今は呼びかけをしなくてもほとんどの
ながら取り組むことができました。授業や学 人が時計を見て着席するようになりました。
習会でも、みんなで教え合う雰囲気ができて 冬休みの学習会も、今日までと同様に時
きました。二つ目は、自分の意見を言えるよ 間を意識して余裕をもった生活をし、それ
うになったことです。今までは、周りの様子 ぞれの目標に向かって勉強を頑張っていき
を見て合わせたり、意見を言わずにその場が たいです。
過ぎることを待つ雰囲気がありました。

１学年代表 〇〇〇〇さん ２学年代表 〇〇〇〇さん

３学年代表 〇〇〇〇さん



以前もお伝えしましたが、今年度から2学期の通信票には学校からの所見欄をなくしました。
２学期の頑張りや今後の可能性については三者面談でお伝えしましたので、それも含めて、通信
票からお子様の成長を感じ取っていただけると幸いです。
地域の皆様には、避難所設営訓練をはじめ様々な場面でお力をお貸しいただき、生徒の活動

の幅を広げていただいた２学期でした。 ３学期もどうぞよろしくお願いいたします。

第３回未来への架け橋講座 《１月の主な行事予定》
ライブハウス「いわぶち響堂」オーナー

岩渕弘之さんの歌とお話 ５日（金）１・２年生出校日
７日（日）安協剣道大会
９日（火）ソフトテニス安協

インドア大会
１２日（金）バレーボール新春大会
１５日（月）３学期始業式
１７日（水）小中野小・中ジョイント

スクール研修会
（４時間授業 給食あり）

１８日（木）３年生スぺコン
１９日（金）３年生テスト週間

この日の架け橋講座はいつもと違い、ギターに 英語検定
よる弾き語りを交えての時間となりました。 ２６日（金）３年生５次考査
生徒たちになじみのないライブハウスって何か、 漢字検定（１・２年生）

ということから、音楽との出会い、現在のライブハ ２９日（月）新入生保護者説明会
ウスをオープンさせるまでの道のりなど、「音楽と
共にあった人生」について、熱くお話しいただきま ＊各部活動及び各学年の日程につい
した。生徒たちには最後に、ずっと携わっていられ てはそれぞれから出されるお手紙
る好きなことを、何でもいいから見つけてほしい。 を御確認ください。
それがあれば苦しい時も自分を助けてくれる、人
生を豊かにしてくれる、という言葉で締めくくってくださいました。 講演後は、自主的に手を挙げ
て感想を発表する生徒がたくさんいました。ちょっと大人っぽい未来への懸け橋講座となりまし
た。岩渕さん、ありがとうございました。

～保護者の皆様へ お礼とお願いと～
《その１》
保護者アンケートへの御協力、誠にありがとうございました。２０日（水）に、テスト配信を兼ねて、”teto

ru（テトル）”で配信しました。いただいた御意見をもとに、３学期及び来年度の教育活動を編成・見直し
して参ります。気になることがありましたら、できるだけ早い段階でお知らせください。
《その２》
冬休みはクリスマスやお正月などがあり、生活のリズムが崩れやすくなります。ま

た、お年玉をいただいて、お金の使い方がおおらかになってしまう時期でもありま
す。市内のショッピングセンターでは、最近中学生や高校生、あるいは有（無）職少
年による問題行動が目立つようになってきています。お子さんの自主性を尊重する
ことと、好きなようにさせることは同じではありません。スマホの使用も同様です。便
利ではありますが、スマホは守ってはくれません。
転ばないように大人が先に石を拾うのではなく、転んだ時にどう立ち上がるか、

転ばないために必要なことは何かなど、御家庭で話し合っていただければ
幸いです。

皆様 今年も大変お世話になりました。

お健やかによいお年をお迎えください。

夏休み同様、自力での昼食準備や
お手伝いの声がけもお願いします。


